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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 リンゴの病害防除体系は、６月25日頃から１ヵ月間は約７日間の散布間隔で編成されているが、低コ
ストで労働負担の少ない防除体系が求められている。そこで、輪紋病、斑点落葉病、褐斑病を対象と
した10日間隔の殺菌剤散布体系の防除効果を検討した。

(1) 褐斑病に対してはストロビルリン剤（ストロビードライフロアブル 2,000倍、フリントフロアブル25 
2,000倍）およびパスポートフロアブル 1,000倍の効果が高く、斑点落葉病に対してはストロビルリ
ン剤、キャプタン・有機銅剤（トモオキシラン水和剤 500倍、フジオキシラン水和剤 500倍）、パス
ポートフロアブルの効果が高いことが確認された。輪紋病に対してはストロビルリン剤の防除効
果が高く、ベフキノン水和剤 1,000倍、キャプタン・有機銅剤およびベルクートフロアブル 1,000倍
も十分な効果が認められた。このことは各薬剤の残効性試験の結果ともほぼ一致しており、いず
れの薬剤も10日程度の残効は期待できると思われた。

(2) 新規系統のストロビルリン剤を新たに加えた10日間隔の散布回数削減防除体系は、７日間隔の
体系と比較して、主要３病害に対して安定的で十分な防除効果が得られた。

(3) 以上の結果から、６月25日頃にはストロビルリン剤（ストロビードライフロアブル 2,000倍またはフ
リントフロアブル25 2,000倍）を、７月５日頃にはキャプタン・有機銅剤（トモオキシラン水和剤 500
倍またはフジオキシラン水和剤 500倍）を、７月15日頃には有効成分にイミノクタジンを含むベフ
キノン水和剤 1,000倍またはベルクート水和剤 1,000倍を定位置とした10日間隔のリンゴ殺菌剤
散布体系を確立した。

２期待される効果

 薬剤経費の削減、散布労力の軽減および環境負荷軽減。

３適用範囲

 県内全域。ただし、無ボルドー液防除体系を採用しているほ場、地域。

４普及上の留意点

 特に輪紋病が重要病害となるため、気象経過を十分に参酌しながら、散布間隔があき過ぎないよう
に注意する。また、特異的に発生する病害がある場合は、補完防除を実施する。
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